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研究目的 

本研究の目的は、日本が受けた空襲が戦後にどのように記録されてきたのかという形成過程を検

証し、空襲の記録を明らかにすることである。本研究は、空襲の被害や「戦後思想」と呼ばれる知識

人たちの言説空間を研究対象に設定するものではない。戦後の空襲の記録をめぐる人々の営み自体

を研究の俎上に載せようとするものである。 

研究対象・方法 

本研究では「空襲の記録」をめぐる運動の言説に

加えて、その実践が研究対象となる。人々が空襲を

めぐって何を語り、何をしてきたのかということで

ある。本研究の分析対象は、空襲記録運動を創設し

た東京空襲を記録する会の「記録」、八王子の空襲記

録運動、名古屋空襲を記録する会とその下部組織として結成された全国戦災傷害者連絡会(以下、全

傷連)、空襲・戦災を記録する会(全国連絡会議)などの 1970年前後から 2000年代までの期間である。 

研究方法は資料分析である。具体的には、空襲を記録した団体についての資料や行政文書、論文、

研究報告書、新聞、雑誌記事など広範な資料を渉猟し、空襲の記録をめぐる運動の実践とその文化

的・社会的文脈を検討する。主な調査施設は、立命館大学国際平和ミュージアム、国立国会図書館、

東京大空襲・戦災資料センター、横浜開港資料館、奈良県立図書情報館などである。 

研究の成果 

空襲記録運動は、体験者の語りとその聞き書きによる体験記と資料の蓄積を重視する。1970年に

結成された東京空襲を記録する会の戦災誌には、844篇の体験が採録されている。体験記には「執筆

した個人自身の怨念の記録」と「空襲下の巷を表現する貴重な資料的要素」という資料の「二重の側

面」が込められていた(『東京大空襲・戦災誌』編集委員会 1973:1038-39)。空襲を体験した人々の

語りを集約することで、その空襲の「一大パノラマ」を作り出し、体験記に「資料的要素」を持た

せ、「対象化された記録は他の体験者にとっては戦災体験の連帯と対話を生む資料」にしようとして

いた (『東京大空襲・戦災誌』編集委員会 1973:1038-39)。空襲記録運動は、史料の欠落や不明を多

くの体験や米軍資料から構成・補完してきたのである。 

空襲の記録は、体験者たちの語りや体験記と資料で想起されてきた。作家の小田実は、巨大な煙

と火焔が渦まき、人々が倒れる空襲を３回大阪で体験している。小田は、空襲をいつのころか「アメ

リカ軍飛行士の位置から見るとどう見えるか」と考えるようになり、飛行士の視点をアメリカの図

書館の資料で見たのである(小田 2008:69)。その資料は、画面いっぱいに広がる煙の写真に過ぎない

が、「私がその画面の煙のなかにいたという事実がある。それによって私は、そこで、自分の被害者
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体験、人々の被害者体験をもう一度意識のなかで、繰り返して追体験したのだろう」と資料によっ

て体験を想起している(小田 2008:70)。このような加害者(空襲における鳥瞰図)の視点は、地上(虫敢

図)の体験を想起させる資料であった。地上の虫敢図的な位置から書かれた空襲体験は、兵器で攻撃

する側の鳥瞰図的な視点によって、空襲の記録の必要性が問われてきたのである。 

援護法立法化を求める全傷連は、空襲展などの会場で、強硬な活動を続けてきたがゆえに、空襲

記録運動からの独立を余儀なくされた。しかし、空襲記録運動の中には、全傷連を引きはがすこと

の運動自体の弱さを指摘する声もあった(織田 1973:46-7)。空襲記録運動は、戦災傷害者たちの体験

も記録の対象としてきた。横浜の空襲を記録する会の今井清一は、障害者手帳から「戦災のため」と

いう文言が削除される戦後体験に対して、「障害ということは非常に苦しいし、おもてに顔を出した

くないけれど、国のための障害だということを誇りにし、それに支えられてきたという側面」があ

ったと指摘する(小野 1985:264-65)。空襲体験者と戦災傷害者は、空襲体験を共有しながら、議論を

生み出す力学は記録と立法化でしばしば相違していた。そこには空襲記録運動と戦災援護法立法化

との距離が見いだされることも少なくなかった。そのことが逆に議論の活性化を促すこともあった。 

空襲・戦災を記録する会(全国連絡会議)は、1971 年から始まった日本各地の空襲記録運動が年に

一度一堂に会する大会である。今井清一は、空襲・戦災を記録する会を年に一度集まって、1年の運

動と実情を学びながら、お酒を呑んで苦労や喜びを話し合う「ゆるやかな会議」と評している(今井

2000:6)。しかし、大会開催には、開催地の団体の負担も大きかった。空襲記録運動は、幾度となく

運動の終わりが示唆されてきた。空襲・戦災を記録する会の議論する磁場は、日本各地の空襲記録

運動の団体だけではなく、広く空襲研究として門戸を開くことで、事務局の設立や会報の刊行など

につながっていった。「ゆるやかな会議」としての性質を持ちながら、内外資料の調査・研究を通し

て空襲の包括的な理解と普及をはかることが続けられているのである。 

おわりに：今後の課題 

空襲記録運動の体験記と米軍資料の記録は、各地の団体や他の運動にも波及していく。運動は、

目的を同一にしながらも空襲記録運動は、必ずしも「一枚岩」ではなかった。戦災誌・体験記の刊行

や慰霊碑の建立、慰霊祭の開催、資料館の開設など、どこも同じようにできたわけではない。空襲の

犠牲者数や罹災者数、罹災面積、焼失率など都市ごとに異なる。空襲記録運動は、東京や横浜、大阪

などの都市から始まり、中小都市へとアメリカの爆撃の思想のように広がっていった。この空襲の

記録をめぐる運動の各地のずれとディスコミュニケーションがあったといえるだろう。空襲記録運

動は、ずれやねじれを含みながら「空襲を記録する」ことに収束していたのである。 

今後の課題は、より体系的に空襲記録運動を描きだすことである。ドイツの W.G.ゼーバルトは、

戦後ドイツの小説の中でさえも空襲が書かれてこなかったのではないかと指摘した。戦後の日本に

おける空襲記録運動は、なぜ空襲を記録するのだろうか。それが社会とどのように関係しているの

かを今後研究で明らかにしていきたい。 
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